
藤
井
文
政
堂
所
蔵
　
一早
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の
板
木

―
―
袋
綴
じ
と
粘
葉
装
―
―

は
じ
め
に

筆
者
は
、
近
世
出
版
研
究
に
関
わ
り
、
奈
良
大
学
所
蔵
資
料
を
中
心
に
、

板
本
を
印
刷
す
る
た
め
の
道
具
で
あ

っ
た
板
木
の
調
査

・
研
究
を
進
め
て
お

り
、
板
本
だ
け
を
見
て
も
分
か
り
得
な
か

っ
た
事
象
を
事
例
と
し
て
蓄
積

し
、
板
本
書
誌
学
に
還
元
す
る

「板
本
書
誌
学
」
と
い
う
方
法
論
を
提
唱
し

て
い
る
ｃ

板
木
に
は
、　
一
枚
の
板
の
片
面
に
二
丁
ず

つ
、
両
面
で
四
丁
を
彫

っ
た
四

丁
張
や
、
片
面
に

一
丁
、
両
面
で
二
丁
を
彫

っ
た
二
丁
張
と
い
っ
た

一
定
の

形
式
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
板
木
の
両
端
に
は
経
年
変
化
に
よ

っ
て
板
が
反
る

の
を
防
ぐ
た
め
の
端
食
が
取
り
付
け
ら
れ
る
こ
と
、
例
え
ば
四
丁
張
の
場

合
、
片
面
に
は
二
丁
が
彫
ら
れ
、
そ
の
二
丁
は
天
地
を
違
え
て
彫
ら
れ
る
こ

と
な
ど
、
定
ま

っ
た
様
式
を
持

っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
含
め
、
典
型
的
な
板

木
の
基
本
構
造
、
時
期
に
よ
る
変
遷
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
述
べ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
稿
で
は
、
そ
の
範
疇
か
ら
外

金

子

貴

昭

れ
る
特
異
な
構
造
の
板
木
に
着
目
し
、
そ
の
構
造
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を

行
い
た
い
。

第

一
節
　
藤
井
文
政
堂
現
蔵

・
旧
蔵
の
板
木

京
都
市
下
京
区
、
河
原
町
通
と
寺
町
通
が
交
差
す
る
五
条
通
の
北
側
に

は
、
河
原
町
通

・
寺
町
通

・
五
条
通
の
三
辺
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
三
角
形

の
区
画
が
あ
る
。
そ
の
土
地
で
古
書
籍
商
を
営
む
藤
井
文
政
堂
は
、
文
政
年

間

（
一
八

一
八
～

一
人
二
九
）
の
創
業
以
来
営
業
を
続
け
る
板
元
、
山
城
屋

佐
兵
衛
で
あ
る
。
藤
井
文
政
堂
は
約
八
〇
〇
点
の
板
木
を
所
蔵
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
は
現
在
、
奈
良
大
学
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
大
学
博
物

館
に
お
い
て
、
Ｆ
ま
た
は
Ｆ
Ｋ
と
い
う
分
類
番
号
を
付
さ
れ
て
い
る
の
が
こ

れ
ら
の
板
木
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
藤
井
文
政
堂
旧
蔵
で
現
在

は
奈
良
大
学
博
物
館
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
板
木
が
五
八
〇
枚
あ
り
、
こ
れ
ら

は
Ｎ
と
い
う
分
類
番
号
を
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
板
木
群
に
お
い
て
ひ
と
き
ゎ
異
彩
を
放
つ
の
は
、
Ｆ
Ｋ
に
分
類
さ
れ

一



る
板
木
で
あ
る
ｃ
Ｆ
Ｋ
は
全
三
四
二
点
か
ら
成
る
が
、
こ
の
分
類
の
板
木
は

刻
面
が
片
面
に
し
か
な
く
、
し
か
も
半
丁
ご
と
に
分
断
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

本
文
と
は
別
に
、
板
心
の
板
木
も
存
在
す
る

（図
１
）
。
し
た
が

つ
て
、
板

木
の
形
式
に
よ
る
年
代
判
別
方
法
な
ど
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

藤
井
文
政
堂
の
現
当
主

（六
代
日
）
、
藤
井
啓
舟
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
じ

は
い
わ
ゆ
る

「高
野
版
の
町
版
」
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ

つ
た
ｃ
奈
良
大
学

博
物
館
に
お
け
る
分
類
も
そ
れ
に
従
わ
れ
た
も
の
で
、
Ｆ
Ｋ
は

「
Ｆ
」
藤
井

文
政
堂
所
蔵
の

「
Ｋ
」
高
野
版
と

い
う
こ
と
に
な
る
こ
高
野
版
と

い
え
ば
、

例
え
ば

『日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
の

「高
野
版
」
の
項
に

高
野
山
で
開
板
さ
れ
た
版
本
ｃ
鎌
倉
時
代
に
始
ま
り
、
断
続
的
に
江
戸

末
期
に
及
ぶ
。
（中
略
）
多
く
は
粘
葉
装
、
両
面
刷
り
の
冊
子
体
、）

と
解
説
さ
れ
る
よ
う
に
、
コ
ロ
野
山
で
開
板
さ
れ
た
版
本
」
と

い
う
意
識
が

強
く
働
く
が
、
藤
井
氏
の
ご
教
示
は

「高
野
版
の
影
響
下
に
あ

つ
て
、
市
井

の
板
元
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
書
」
を
意
味
し
て
い
る
だ
ろ
う

）^

板
木
に
彫
ら
れ
て
い
る
本
文
を
追
う
と
、
『即
身
成
仏
義
』
■

巻
Ｔ

コ
戸

字
実
相
義
』
■

巻
Ｔ

『昨
字
義
』

二

巻
Ｔ

『弁
顕
密
二
教
論
　
上
』
『弁

顕
密
二
教
論
　
下
』

０
一巻
Ｙ

『秘
蔵
宝
綸
　
上
』

一秘
蔵
宝
鈴
　
中
』

『秘

蔵
宝
綸
　
下
』
０
二
巻
Ｙ

『般
若
心
経
秘
鍵
』

（
一
巻
Ｔ

『金
剛
頂
喩
伽
中
発

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
論
』
２

巻
、
以
下

『菩
提
心
論
つ

で
あ
り
、
真

言
密
教
に
お
け
る
基
礎
的
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る

「
十
巻
章
」
に
相
当
す
る
こ

図 l F菩提心論』板木
(右)一 オ (FK 0268)(中 央)板心 (FK 0009、 鏡像)(左 )一 ウ (FK 0129)
いずれも藤井文政堂所蔵、鏡像



と
が
判
明
し
た
ｃ

以
下
で
は
、
藤
井
文
政
堂
所
蔵
の
板
木
三
四
二
点
の
板
木
お
よ
び

「十
巻

章
」
の
諸
本
を
対
象
に
考
察
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
板
木
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

構
造
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

Ｚの
Ｃ

第
二
節
　
一早
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の
板
木
と
そ
の
板
本

「十
巻
章
」
は
、
先
に
列
挙
し
た
各
書
の
総
称
で
あ
る
）^
寛
政
二
年

（
一

七
九
〇
）
刊
の
謙
順
編

『諸
宗
章
疏
録
』
巻
三
に
、
秘
蔵
宝
鈴
、
弁
顕
密
二

教
論
、
即
身
成
仏
義
、
声
字
実
相
義
、
昨
字
義
、
般
若
心
経
秘
鍵
を
列
挙

―し
、

按
ｃ
上
大
部
九
巻
加
龍
猛
菩
提
心
論
。
世
号
十
巻
章
．）
諸
録
及
古
徳
抄

記
不
見
。
蓋
後
世
学
者
之
称
．
或
作
十
巻
章
ｃ
或
作
十
巻
疏
ｃ

と
あ
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て

「十
巻
章
」
は
あ
く
ま
で
も
通
称

で
あ
り
、
後
に
紹
介
す
る
近
代
摺
の
例
を
除
け
ば
、
実
際
に

一
十
巻
章
」
を

書
名
と
す
る
板
本
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
じ
本
稿

に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
総
称
　
通
称
と
し
て

「十
巻
章
」
と
呼
称
す
る
ｃ

一
口
に

「
十
巻
章
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の
版
は
多

い
。
そ
の
遡
源
は
文
応

元
年

（
一
二
六
〇
）
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、
十
三
世
紀
末
か
ら
十

四
世
紀
初
頭
頃
の
彫
製
か
と
さ
れ
る
板
木
が
現
存
し
て
い
る
。

い
ま
筆
者
に

は
、
こ
れ
ら
諸
版
　
諸
本
の
全
体
像
に
つ
い
て
述
べ
る
準
備
は
な
い
が
、
こ

れ
ら
の
う
ち
、
Ｆ
Ｋ
分
類
の
板
木
が
該
当
す
る
の
は
、
享
保
十
七
年

（
一
七

藤
井
文
政
堂
所
蔵
　
一早
保
十
七
年
版

「
十
巻
章
」
の
板
木

三
二
）
版
で
あ
る
。

享
保
十
七
年
版
は
、
全
揃
い
で
あ
れ
ば
大
本
十
巻
十
冊

（但
し
、
後
に
述

べ
る
合

一
冊
本
を
除
く
）
、
十
巻
の
内
訳
は
本
稿
冒
頭
に
示
し
た
と
お
り
で

あ
る
ｃ
諸
本
中
に
は
余
白
を
割
愛
し
て
半
紙
本
に
近
い
体
裁
に
し
た
も
の
も

あ
る
ｃ
次
に
述
べ
る
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
版
に
よ
く
似
る
が
、
享
保
十

七
年
版
は
題
答
に
各
冊
と
も

「改
正
」
の
二
字
が
入
る
。
先
に
藤
井
氏
の
ご

教
示
に
ふ
れ
た
と
お
り
、
享
保
十
七
年
版
お
よ
び
寛
文
五
年
版
は
高
野
版
の

影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
市
井
の
板
元
に
よ

っ
て
刊
行
さ
れ
た
書
で
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
高
野
版
で
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
所
見
本
は
い
ず
れ
も
粘
葉
装
で
は

な
く
、
袋
綴
じ
で
あ
る
ｃ

寛
文
五
年
版

（前
川
茂
右
衛
門
版
）
は
柱
題
が
な
く
、
板
心
中
段
に

「
＊

之
＊
」
の
形
式
で
巻
数
と
丁
付
を
記
す
が
、
享
保
十
七
年
版
は
板
心
上
方
に

柱
題
と
巻
数
、
下
方
に
丁
付
を
付
す
．
ま
た
、
寛
文
五
年
版
に
比
し
て
、
享

保
十
七
年
版
の
ほ
う
が
訓
点
が
多
い
傾
向
に
あ
る
ｃ

享
保
十
七
年
版

『即
身
成
仏
義
』
巻
末
に
は
万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）
の

奥
書
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
の
刊
行
時
期
を
記
し
た
も
の
で
は
な
く
、
九
冊

目
の

『般
若
心
経
秘
鍵
』
巻
末
に
付
さ
れ
る
の
が
刊
記
で
あ
る

（図
２
）
。

刊
記
に
は
中
野
宗
左
衛
門
、
児
玉
勘
十
郎
、
井
上
忠
兵
衛
、
額
田
正
三
郎
、

西
村
太
右
衛
門
、
藤
屋
治
兵
衛
の
六
軒
の
板
元
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
十
冊

目

『菩
提
心
論
』
に
は
刊
記
は
な
い
。
柱
に

「題
心
論
十
」
と
あ
る
こ
と
か

い
、
コ
ロ提
心
論
』
が
最
終
巻
に
置
か
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
や
や
不

審
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
享
保
十
七
年
版
の
板
木
の
構
成
に
由
来
す
る
も
の

か
、
ま
た
は

『般
若
心
経
秘
鍵
』
の
み
単
体
で
刊
行
す
る
場
合
が
あ
り
、

三



図
２
　
一早
保
十
七
年
版

『般
若
心
経
秘
鍵
』
刊
記

（立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
所
蔵
、
”『ｏ］
バ
２
１
８
“
）

Ｌ
惑
量
轟
Ｌ

へ
き機
面
雪
海
〓
象

を
雫
甲
猜
轟
事

図
３
　
十
巻
合

一
冊
本

（上
）
表
紙

・
題
疑

（立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
所
蔵
、

ｏ「島
バ
２
Ｌ
８
じ

（下
）
奥
付

（同
右
）

患

藉
組
類
避

打
西

ル
ム
４

ユ慕
丼
佐
ユ
一奇

四

『般
若
心
経
秘
鍵
』
に
刊
記
を
付
し
た
か
、
な
ど
と
可
能
性
を
考
え
た
が
、

九
冊
目
に
刊
記
を
付
け
る
こ
と
は
、
寛
文
五
年
版
や
後
に
述
べ
る
菱
屋
版
も

同
様
で
あ
る
。
Ｆ
口提
心
論
』

の
み
が
龍
猛
の
著
作
で
あ
り
、
空
海
の
著
作

で
は
な
い
と

い
う
、
「
十
巻
章
」
の
構
成
に
関
わ
る
意
識
が
働
い
た
慣
例
の

よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
ｃ

ひ
と
ま
ず
刊
記
を
軸
に
、
管
見
に
入

っ
た
範
囲
で
享
保
十
七
年
版
の
諸
本

の
概
要
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
大
別
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
Э
以
降

に
該
当
す
る
も
の
は
近
代
摺
で
あ
る
ｃ

Ｏ

『般
若
心
経
秘
鍵
』
に
享
保
十
七
年
の
六
軒
の
刊
記
を
付
す
も
の
。

３

『般
若
心
経
秘
鍵
』
に
０
と
同
じ
享
保
十
七
年
の
六
軒
の
刊
記
を
付

し
、
同
巻
末
に
菱
屋
友
五
郎
の
奥
付
を
付
す
も
の
。

●

『般
若
心
経
秘
鍵
』
に
刊
記
が
な
く
、
コ
ロ提
心
論
』
に
法
文
館
沢

田
友
五
郎
の
奥
付
を
付
す
も
の
ｃ

Ｃ

『般
若
心
経
秘
鍵
』
に
刊
記
が
な
く
、
フ
ロ提
心
論
』
に
藤
井
佐
兵

衛

（山
城
屋
佐
兵
衛
）
の
奥
付
を
付
す
も
の
ｃ

ａ

『般
若
心
経
秘
鍵
』
に
刊
記
が
な
く
、
コ
ロ提
心
論
』
の
巻
末
に
藤

井
佐
兵
衛
の

「蔵
版
略
書
目
井
正
価
表
」
及
び

「
明
治
廿
五
年
改
正

正
価
表
略
書
日
」
を
付
す
も
の
ｃ

Ｏ
十
巻
合

一
冊
で

「
十
巻
章
」
の
題
答
を
付
し
、
「般
若
心
経
秘
鍵
』

に
は
刊
記
が
な
く
、
巻
末
に
藤
井
佐
兵
衛
の
奥
付
を
付
す
も
の

「十
巻
章
」
は
各
巻
が
ば
ら
ば
ら
に
分
か
れ
て
伝
わ
る
場
合
が
多
く
、
『般

若
心
経
秘
鍵
』
と

『菩
提
心
論
』
以
外
に
は
刊
行
に
関
わ
る
情
報
が
備
わ
ら

な
い
た
め
、
版
の
同
定
が
難
し
い
が
、
幸
い

「
十
巻
章
」
の
題
察
と
藤
井
文

寸
野
京
左
肴
円

党

工
島

十
キ

オ

上
忠

去
衛

哺
細
鳥
灘
研
町

皇

都
古

ヰ



藤
井
文
政
堂
所
蔵
　
一早
保
十
七
年
版

「
十
巻
章
」
の
板
木

図4 板傷の一致 (『般若心経秘鍵』四オ)

(右上)早摺本 (立命館 ARC所蔵、arcBK 01-0058)、 (右下)後招本 (藤 井文

政堂所蔵)、 (左上)合一冊本 (立 命館 ARC所蔵、arcBK 01-0053、 近代招 )、

(左 下)板木 (藤井文政堂所蔵、FK 0171、 鏡像 )

図5 板木の害」れの進行 (『般若心経秘鍵』十二ウ)

(右上)早摺本 (立命館 ARC所蔵、arcBK 01-0058)、 (右下)後摺本 (藤井文政

堂所蔵)、 (左上)合一冊本 (立 命館 ARC所蔵、arcBK 01-0053、 近代摺 )、 (左

下)板木 (藤井文政堂所蔵、FK 0204、 鏡f象 )
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表 1 享保十七年板の板本・板木対照表

巻 冊 書名 丁 板木 No 摘要

上 秘蔵宝論 一 オ FK 0107

J二 秘蔵宝鈴 一 ウ FK 0106

上 秘蔵宝鈴 ニ オ FK 0310

上 秘蔵宝鈴 ニ ウ FK 0311

上 秘蔵宝鈴 三 オ FK 0082

上 秘蔵宝鈴 三 ウ FK 0080

‐L 秘蔵宝鈴 四 オ
FK 0046

FK 0044

上 秘蔵宝鈴 四 ウ
FK 0067

FK 0055

上 秘蔵宝鈴 五 オ
FK 0049

FK 0054

L 秘蔵宝鈴 五 ウ FK 0102

_L 秘蔵宝鈴 六 オ FK 0287

_L 秘蔵宝鈴 六 ウ FK 0045

_L 秘蔵宝鈴 七 オ
FK 0047

FK 0098

L 秘蔵宝鈴 七 ウ FK 01ZИ

_L 秘蔵宝鈴 ノヽオ 欠

上 秘蔵宝鈴 ノヽ ウ FK 0105

上 秘蔵宝綸 九 オ FK 0234

_L 秘蔵宝鈴 九 ウ FK 0231

上 秘蔵宝鈴 十 オ FK 0109

―ヒ 秘蔵宝綸 十 ウ FK 0232

上 秘蔵宝鈴 十一オ FK 0111

上 秘蔵宝鈴 十一ウ FK 0329

―L 秘蔵宝鈴 十二オ 欠

上 秘蔵宝鈴 十二ウ 欠

上 秘蔵宝鈴 十三オ 欠

上 秘蔵宝鈴 十三ウ 欠

上 秘蔵宝鈴 十四オ 欠

上 秘蔵宝鈴 十四ウ 欠

上 秘蔵宝鈴 十五オ 欠

上 秘蔵宝鈴 十五ウ 欠

上 秘蔵宝綸 十六オ FK 0297

_L 秘蔵宝鈴 十六ウ FK 0296

上 秘蔵宝鈴 十七オ FK 0201

■1 秘蔵宝鈴 十七ウ FK 0069

上 秘蔵宝鈴 十八オ FK 0300

上 秘蔵宝鈴 十八ウ FK 0068

上 秘蔵宝鈴 十九オ FK 0299

巻 冊 書名 丁 板木 No 摘要

上 秘蔵宝鈴 十九ウ FK 0230

七 中 秘蔵宝鈴 一 オ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 一 ウ FK 0236

七 中 秘蔵宝鈴 ニ オ FK 0340

七 中 秘蔵宝鈴 ニ ウ FK 0272

七 中 秘蔵宝鈴 三 オ FK 0338

七 中 秘蔵宝鈴 三 ウ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 四 オ FK 0184

七 中 秘蔵宝鈴 四 ウ FK 0316

七 中 秘蔵宝鈴 五 オ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 五 ウ FK 0213

七 中 秘蔵宝鈴 六 オ FK 0313

七 中 秘蔵宝鈴 六 ウ FK 0086

七 中 秘蔵宝鈴 七 オ FK 0142

七 中 秘蔵宝鈴 七 ウ FK 0124

七 中 秘蔵宝鈴 八 オ FK 0289

七 中 秘蔵宝鈴 ノヽ ウ FK 0288

七 中 秘蔵宝鈴 九 オ FK 0090

七 中 秘蔵宝鈴 九 ウ FK 0290

七 中 秘蔵宝鈴 十 オ FK 0285

七 中 秘蔵宝鈴 十 ウ FK 0294

七 中 秘蔵宝綸 十一オ FK 0291

七 中 秘蔵宝鈴 十一ウ FK 0282

七 中 秘蔵宝鈴 十二オ FK 0112

七 中 秘蔵宝綸 十二ウ FK 0162

七 中 秘蔵宝鈴 十三オ FK 0273

七 中 秘蔵宝鈴 十三ウ FK 0274

七 中 秘蔵宝綸 十四オ FK 0286

七 中 秘蔵宝鈴 十四ウ FK 0271

七 中 秘蔵宝綸 十五オ FK 0270

七 中 秘蔵宝鈴 十五ウ FK 0261

七 中 秘蔵宝論 十六オ FK 0161

七 中 秘蔵宝鈴 十六ウ FK 0278

七 中 秘蔵宝鈴 十七オ FK 0218

七 中 秘蔵宝鈴 十七ウ FK 0279

七 中 秘蔵宝鈴 十八オ FK 0164

七 中 秘蔵宝鈴 十八ウ FK 0217

七 中 秘蔵宝鈴 十九オ FK 0125

七 中 秘蔵宝鈴 十九ウ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十オ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十ウ 欠



藤
井
文
政
堂
所
蔵
　
工早
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の
板
木

巻 冊 書 名 丁 板木 No 摘 要

七 中 秘蔵宝綸 二十一オ 欠

七 中 秘蔵宝綸 二十一ウ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十二オ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十二ウ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十三オ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十三ウ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十四オ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十四ウ FK 0342

七 中 秘蔵宝綸 二十五オ FK 0223

七 中 秘蔵宝綸 二十五ウ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十六オ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十六ウ FK 0327

七 中 秘蔵宝鈴 二十七オ FK 0326

七 中 秘蔵宝鈴 二十七ウ FK 0064

七 中 秘蔵宝鈴 二十八オ 欠

七 中 秘蔵宝鈴 二十八ウ 白紙

ノヽ 下 秘蔵宝綸 一 ォ FK 0

八 下 秘蔵宝綸 一 ウ FK 0

八 下 秘蔵宝鈴 ニ オ FK 0

八 下 秘蔵宝綸 ニ ウ FK 0

八 下 秘蔵宝鈴 三 オ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 一 ウ FK 0

八 下 秘蔵宝鈴 四 オ FK 0

八 下 秘蔵宝鈴 四 ウ FK 0

八 下 秘蔵宝綸 五 オ FK 0

八 下 秘蔵宝綸 五 ウ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 六 オ FK 0259

八 下 秘蔵宝綸 六 ウ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝綸 七 オ FK 0214

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 七 ウ FK 0252

八 下 秘蔵宝綸 ハ、オ FK 0321

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 メ、ウ FK 0216

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 九 F0358
(再刻 )

再刻
八 下 秘蔵宝綸 十

八 下 秘蔵宝鈴 十一 F0357
(再刻 )

再刻
八 下 秘蔵宝鈴 十二

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 十三オ FK 0136

八 下 秘蔵宝鈴 十三ウ FK 0245

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 十四オ FK 0226

八 下 秘蔵宝鈴 十四ウ 欠

八 下 秘蔵宝鈴 十五オ FK 0221

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 十五ウ FK 0332

巻 冊 書 名 丁 板木 No 摘 要

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 十六オ FK 0320

ノヽ 下 秘蔵宝綸 十六ウ 欠

八 下 秘蔵宝鈴 十七オ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 十
‐七ウ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 十八オ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 十八ウ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 十九オ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 十九ウ 欠

ノて 下 秘蔵宝鈴 二十オ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十ウ 欠

ノて 下 秘蔵宝鈴 二十一オ FK 0240

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十一ウ FK 0

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 _十二オ FK0
ノヽ 下 秘蔵宝綸 二十二ウ FK 0

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十三オ FK 0

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十三ウ FK 0241

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十四オ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十四ウ FK 0315

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十五オ FK 0132

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十五ウ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十六オ FK 0134

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十六ウ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十七オ FK 0227

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十七ウ 欠

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十八オ FK 0139

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十八ウ FK 0127

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 二十九オ FK 0302

ノヽ 下 秘蔵宝論 二十九ウ FK 0160

八 下 秘蔵宝錦 三十オ FK 0304

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 三十ウ FK 0305

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 三十一オ FK 0254

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 三十一ウ FK 0159

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 三十二オ FK 0306

下 秘蔵宝鈴 三十二ウ FK 0253

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 三十三オ FK 0239

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 三十三ウ FK 0325

下 秘蔵宝鈴 三十四オ FK 0250

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 三十四ウ FK 0303

ノヽ 下 秘蔵宝鈴 丹五終オ FK 0193

八 下 秘蔵宝綸 丹五終ウ 白紙

七



政
堂
の
奥
付
が
付
さ
れ
た
②
の
十
巻
合

一
冊
本
が
あ
り

（図
３
）
、
こ
れ
と

版
が

一
致
す
れ
ば
、
享
保
十
七
年
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『般
若
心
経
秘

鍵
』
に
つ
い
て
、
Ｏ
の
比
較
的
摺
り
の
早
い
本

（立
命
館
大
学
ア
ー
ト

・
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

［以
下
、
立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
］
所
蔵
、

８ヽ
”
バ
２
１
８
路
）
、

そ
の
後
摺
本

（藤
井
文
政
堂
所
蔵
本
）
、
Э
の
十
巻
合

一
冊
本

（立
命
館
Ａ

Ｒ
Ｃ
所
蔵
、
ｐヽ
３
穴
２
１
８
８
）
と
板
木
を
比
較
照
合
す
れ
ば
、
図
４
で
は

「九
」
の
字
に
認
め
ら
れ
る
板
傷
が

一
致
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
図
５
で
は

合

一
冊
本
に
至
る
ま
で
に
板
木
の
割
れ
が
徐
々
に
拡
大
し
、
現
存
の
板
木
で

は
完
全
に
板
木
が
割
れ
て
、
該
当
箇
所
が
失
わ
れ
て
い
く
様
子
が
う
か
が
え

る
ｃ
板
木
と
板
本
の
一
致
か
ら
、
Ｆ
Ｋ
の
板
木
は
享
保
十
七
年
版
の
板
木
で

あ
り
、
そ
の
成
立
以
降
、
近
代
に
至
る
ま
で
使
用
さ
れ
続
け
た
こ
と
が
分
か

Ｚ一
。先

に
、
こ
の
享
保
十
七
年
版
に
相
当
す
る
Ｆ
Ｋ
の
点
数
が
三
四
二
点
と
述

べ
た
が
、
こ
の
点
数
に
は
板
心
の
み
の
板
木

（柱
材
）
と
そ
の
破
片
四
〇
点

を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
摺
刷
に
は
用
い
な
い
が
、
端
食
の
形
を
し
て
い
る
木

片
が
二
点
含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
文
の
板
木
で
は
あ
る
が
、
破
片
と

し
て
現
存
し
、
他
の
板
木
の
欠
損
箇
所
に
該
当
す
る
も
の
が
六
点
あ
る
。
三

四
二
点
か
ら
こ
れ
ら
を
差
し
引
い
て
、
現
存
す
る
本
文
箇
所
の
板
木
は
、
二

九
四
枚
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
ｃ
か
つ
Ｆ
Ｋ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
Ｆ
分
類
の
中
に
、
『秘
蔵
宝
鈴
　
下
』
の
九
～
十
二
丁
、
コ
ロ提
心
論
』

の
五
～
八
丁
に
相
当
す
る
二
丁
張
の
板
木
が
四
枚

（八
丁
分
、
半
丁
分
に
換

算
す
れ
ば
十
六
枚
分
）
現
存
し
て
お
り
、
部
分
的
な
再
版
を
行
う
必
要
が
生

じ
た
と
考
え
ら
れ
る
ｃ
享
保
十
七
年
版
の
近
代
摺
に
は
、
こ
れ
ら
の
再
版
板

木
に
よ
っ
て
摺
刷
さ
れ
た
丁
が
含
ま
れ
る
。
図
６
は

『菩
提
心
論
』
の
四
ウ

～
五
オ
の
見
開
き
で
あ
る
が
、
早
摺
本
に
比
べ
て
、
近
代
摺
は
五
オ
の
文
字

の
輪
郭
が
シ
ャ
ー
プ
に
な
っ
て
お
り
、
初
版
の
板
木
を
用
い
て
い
る
四
ウ
と

の
釣
り
合
い
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
丁
張
は
確
か
に
享
保

十
七
年
版
の
部
分
再
版
の
板
木
で
あ
り
、
Ｆ
Ｋ
の
板
木
と
同
時
に
扱
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ｃ

一
方
、
板
本
は
全
二

一
九
丁
で
あ
る
。
単
純
な
計
算
で
は
、
半
丁
分
の
板

木
が
四
三
八
枚
必
要
に
な
る
。
た
だ
し
二
一
九
丁
の
う
ち
、
二
箇
所

（秘
蔵

宝
鈴
中
巻
末
、
同
下
巻
末
）
は
半
丁
が
自
紙
で
あ
る
か
ら
、
半
丁
分
の
板
木

四
三
六
枚
が
必
要
と
な
る
。
四
三
六
枚
か
ら
、
現
存
し
て
い
る
板
木
二
九
四

枚
、
再
版
の
八
丁
分

（半
丁
分
十
六
枚
）
を
差
引
け
ば
、
欠
失
し
て
い
る
板

木
は
半
丁
分

一
二
六
枚
に
な
る
。

表
１
は
板
本
の
各
丁
と
現
存
の
板
木
と
を
対
照
さ
せ
た
も
の
の
う
ち
、

『秘
蔵
宝
鈴
』
上
中
下
三
巻
分
の
み
を
例
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
１
で
は

本
文
の
板
木
に
つ
い
て
の
み
扱
い
、
板
心
な
ど
そ
れ
以
外
の
板
木
に
つ
い
て

は
割
愛
し
て
い
る
。

こ
の
表
に
よ
り
、
欠
失
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
欠
失
が
ま

ば
ら
に
起
き
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
ま
と
ま
つ
て
逸
し
て
い
る
箇
所
も
あ

る
。
ま
ず
ま
ば
ら
に
欠
失
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
現
存
し
て
い
る
板
木
の
裏
面
の
墨
書
が
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
で
あ

る
。
享
保
十
七
年
版
全
体
か
ら
例
を
あ
げ
れ
ば
、
「
秘
鍵
ノ
ニ
丁
目
半
丁
」

（Ｆ
Ｋ
０
１
０
０
）
、
「
△
即
ノ
十
五
」
（Ｆ
Ｋ
０
１
２
１
）、
「秘
蔵
」
（Ｆ
Ｋ

０
２
０
８
）
の
よ
う
に
、
表
面
の
属
性
を
墨
書
や
チ
ョ
ー
ク
で
示
す
例
が
あ
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勧
一轟
暑
拿
め

彗

色
れ
執

詭

菫

楓

薇
讐
槽

が
鯵
灘
Ｅ
ば
免
新
川
Ｌ
″梼
警

嘉
説
悔
高
彬
薇ゲ
丸
７
佛
キ
色
裏
”島
”
ル

ザ
皮
筈
ル
規
ム
摯
葬
讐
葬
７ル

選
票
諸
ル釜
死
弊
捻
襲
ボ
鳳

籠
愧
禁
褻
議

」
Ｉ

Ｌ
野

Ｌ

難

＝

卜

隋

町

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｌ

Ｔ
　

　

　

　

”

藤
井
文
政
堂
所
蔵
　
一早
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の
板
木

図6 享保十七年版
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る

一
方
、
「第
二
国
勢
」
（
Ｆ
Ｋ
０
１
０
１
）
、
「
雑
　
藤
の
井
」
（Ｆ
Ｋ
０
０

５
１
）
、
「
昭
和
十
四
年
四
月
四
日
　
後
鳥
羽
上
皇
七
百
年
　
藤
の
井
」
（
Ｆ

Ｋ
０
２
６
４
）
な
ど
、
表
面
の
刻
面
と
は
無
関
係
の
墨
書
も
目
立

つ
。
お
そ

ら
く
こ
れ
ら
の
板
木
は
役
割
を
終
え
た
後
、
何
か
し
ら
の
木
札
と
し
て
転
用

さ
れ
て
い
き
、　
一
部
は
現
在
ま
で
に
逸
失
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ

２一
。次

に
、
ま
と
ま

っ
て
欠
失
し
て
い
る
箇
所
の
中
に
、
『秘
蔵
宝
鈴
』
上
巻

十
二
～
十
五
丁

（四
丁
分
）、
『秘
蔵
宝
綸
』
中
巻
二
十
～
二
十
三
丁

（四
丁

分
）
、
『秘
蔵
宝
鈴
』
下
巻
十
六
～
二
十
丁

（四
丁
分
）
の
よ
う
に
、
連
続
す

る
四
丁
の
単
位
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
表
１
に
含
ま

れ
な
い
部
分
に
は
、
『弁
顕
密
二
教
論
』
上
巻
十
七
～
二
十
四
丁

（
八
丁

分
）、
『弁
顕
密
二
教
論
』
下
巻
十
二
～
十
九
丁

（八
丁
分
）
の
欠
失
も
あ
る

が
、
こ
の
四
丁
単
位
で
の
欠
落
は
、
山
城
屋
佐
兵
衛
が
所
持
し
た
享
保
十
七

年
版

「十
巻
章
」
の
板
株
は
、
Ｆ
Ｋ
の
板
木
が
そ
の
役
割
を
終
え
た
時
に
は

丸
株
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
享
保
十
七
年
版
は
近
代
に
至
る
ま
で
相

合
版
で
あ
り
、
逸
失
箇
所
は
山
城
屋
佐
兵
衛
以
外
の
板
元
が
所
有
し
て
い
た

こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
そ
れ
を
証
明
す
る
の
は
、
諸
本
の
Ｏ
に
あ
げ
た
菱
屋

友
五
郎
版
お
よ
び
Ｏ
に
あ
げ
た
法
文
館
版
の
存
在
で
あ
る
。

ま
ず
０
に
つ
い
て
述
べ
る
。
智
山
書
庫
所
蔵

『般
若
心
経
秘
鍵
』
（２９
‐
５‐

‐
‐３
）
に
は
、
先
に
紹
介
し
た
０
に
付
さ
れ
る
中
野
宗
左
衛
門
以
下
六
軒
連

名
の
刊
記

（図
２
参
照
）
と
同

一
の
刊
記
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に

「
五
条
橋
通
堺
町
西
へ
入
町
」
習
王
都
書
林
　
沢
田
文
永
堂
　
菱
屋
友
五
郎
」

の
奥
付
が
付
い
て
い
る
。
十
巻
全
て
は
揃
わ
な
い
が
、
黒
色
布
目
表
紙
、
や

一
〇

や
大
ぶ
り
な
書
型
と

い
っ
た
特
徴
か
ら
考
え
て
、
別
函
に
収
蔵
さ
れ
る

『声

字
実
相
義
』
（３０
‐
２５
‐
‐６
）
、
『咋
字
義
』
（３０
‐
２５
‐
１
）
、
『弁
顕
密
二
教
論
』

（
２９
‐
４０
‐
２
）
、
『秘
蔵
宝
鈴
』

（
７
１
‐２
‐
２
、
中
巻
の
み
）
は
、
「
十
巻
章
」

と
し
て

『般
若
心
経
秘
鍵
』
と
同
時
に
刊
行
さ
れ
た

一
組
で
あ
ろ
う
。
ま
た

Ｏ
に
つ
い
て
、
立
命
館
大
学
Ａ
Ｒ
Ｃ
所
蔵
本

（●８
”
バ
８
Ｌ
８
じ

に
よ
り

法
文
館
版
を
示
せ
ば
、
大
本
十
冊
、
紺
色
表
紙
に
卍
繋
ぎ
と

「法
文
館
」
の

空
押
し
が
あ
る
。
法
文
館
版
で
は

『般
若
心
経
秘
鍵
』
の
刊
記
が
削
ら
れ
て

お
り
、
国
口提
心
論
』
に

「京
都
市
五
條
通
高
倉
東
入
」
「法
文
館
　
沢
田
友

五
郎
」
と
あ
る
奥
付
が
付
さ
れ
る

（図
７
）
。
明
ら
か
な
近
代
摺
で
あ
る
。

高
倉
通
と
堺
町
通
は

一
筋
違

い
で
あ
る
か
ら
、
菱
屋
友
五
郎
の

「
五
条
堺
町

西
入
」
と
法
文
館
の

「
五
条
高
倉
東
入
」
は
、
同
住
所
と
見
な
し
て
良
い
だ

図 7 享保十七年版 (法 文館板)『菩
提心論』奥付

(立命館 ARC所蔵、arcBK 01-0071)
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ろ
う
。
後
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
菱
屋
友
五
郎
は
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
十

月
に
享
保
十
七
年
版
の
板
株
を
得
て
、
そ
れ
以
来
近
代
に
入

っ
て
も
そ
の
板

株
を
所
有
し
続
け
た
の
で
あ
る
。

板
本
と
は
別
に
、
享
保
十
七
年
版
が
相
合
版
だ

っ
た
こ
と
を
示
す
資
料

に
、
菱
屋
友
五
郎
の
蔵
板
記
録
お
よ
び
山
城
屋
佐
兵
衛
の
板
木
売
買
文
書
が

あ
る
。
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
は
、
蔵
板
記
録
を
含
む
菱
屋
友
五
郎
の
出

版
記
録
文
書
群
が

『京
都
書
籍
出
版
文
書
』
（資
料
番
号
８
１
５８
キ
ー
）
と
し

て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る

『蔵
板
控
帳
』
に
よ
れ
ば
、

慶
応
元
丑
年
十
月
堺
直
殿
市
席

二
て
代
銀
壱
軒
前
六
百
ロ
ニ
て
買
入
申

候
　
小
川
丈
前
札
有
　
士冗
上

一
札
取
有

一　

真
言
十
巻
書
　
　
　
　
　
　
　
丁
数
壱
部

二
付
弐
百
十
九
丁

（※
筆
者
注
ｌ
）

丸
板
賃
拾
部

二
付
正
八
拾
匁
　
　
　
但
四
丁
張
板
木
改
メ
九
枚

此
板

へ
正
十
六
匁
取
ル
　
　
　
　
　
外
二
即
身
義
再
板
木
四
丁
張
壱
枚
有

小
川
分
二
切
板
壱
枚
有
之
事

板
賃
　
従
前
の
通
之
板
賃
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
五
ノ

一

紙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
永
田
へ
贈
ル
著
宗
　
五
才
十

招
　
　
　
　
　
　
　
　
相
合
　
　
　
　
　
　
　
山
佐
　
五
ノ

一

（※
筆
者
注
２
）

仕
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水ヽ
田
　
五
ノ
二

雑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菱
友
　
五
ノ

一

※
筆
者
注
１

「十
［墨
消
し
］枚
」
を
貼
紙
で
訂
正
。

※
筆
者
注
２
　
「
二
」
は
、
コ

」
に
加
筆
し
て
修
正
。

と
す
る
本
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
書
名
、
丁
数
の

一
致
か
ら
見
て
、
享
保
十

七
年
版
に

一
致
す
る
記
録
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
山
城
屋
佐
兵
衛
の
板

藤
井
文
政
堂
所
蔵
　
一早
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の
板
木

木
売
買
文
書
に
は
、

一　
真
言
十
巻
書
　
五
軒
之
壱
軒
　
但
再
板
即
身
儀
丈
出
来
有
之

代
銀
六
百
目
　
一九
板
四
丁
張
十
壱
枚

再
版
即
身
儀
　
四
丁
張
壱
枚
渡

相
合
　
小
川
　
め
と
　
水ヽ
田
　
ひ
し
友
　
此
板

右
之
板
木
株
、
額
田
庄
三
郎
殿
所
持
之
処
、
今
般
我
等
市
会
二
而
其
許

殿
へ
永
代
売
渡
、
則
代
銀
憧
二
請
取
申
候
。
然
る
上
は
右
株
式
二
於
、

故
障
毛
頭
無
御
座
候
。
為
後
日
売
上

一
札
、
依
而
如
件
。

慶
応
元
丑
年
九
月
　
　
　
　
　
会
元
　
堺
屋
直

山
城
屋
佐
兵
衛
殿

と
す
る
板
木
売
買
文
書
が
残
り
、
記
載
さ
れ
る
諸
情
報
が
前
引
の
菱
屋
の
記

録
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
享
保
十
七
年
版
を
扱
っ
た
記
録
と
捉
え

ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
両
記
録
か
ら
は
、
享
保
十
七
年
版
の
板
株
は
慶
応
元
年
九
月
か
ら
十

月
に
額
田
庄
三
郎
か
ら
小
川

（多
左
衛
門
し́
、
著
屋
宗
八
、
永
田
調
兵
衛
、

山
城
屋
佐
兵
衛
、
菱
屋
友
五
郎
の
五
軒
に
移
り
、
板
株
が
移
動
し
た
当
初
は

五
軒
そ
れ
ぞ
れ
が
五
軒
の

一
軒
前
ず
つ
を
所
持
し
、
や
が
て
著
屋
分
が
永
田

へ
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
当
初
、
菱
屋
の
持
板
は
十
数
枚
か
ら

九
枚
と
な
り
、
山
城
屋
の
持
板
は
十

一
枚
で
あ
っ
た
。
両
記
録
か
ら
は
、
そ

れ
以
降
の
経
緯
は
分
か
ら
な
い
が
、
藤
井
文
政
堂
に
現
存
す
る
板
木
枚
数
か

あ
考
え
て
、
そ
の
後
、
享
保
十
七
年
版
の
板
株
の
大
部
分
は
山
城
屋
へ
集
約

さ
れ
て
い
っ
た
も
の
の
、
板
本
と
記
録
か
ら
見
て
、
菱
屋
友
五
郎
は
板
株

を
、
つ
ま
り
板
木
を
所
有
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

一
一



し
た
が
っ
て
、
四
丁
張
板
木
に
換
算
し
て
七
枚
分
の
欠
落
は
、
も
と
も
と

山
城
屋
の
手
も
と
に
は
な
く
、
菱
屋
友
五
郎
が
所
有
し
て
い
た
た
め
、
と
見

る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
存
す
る
記
録
以
降
も
板
株
が
移
動
し
て
い
る

こ
と
が
確
実
で
あ
る
こ
と
、
連
続
す
る
四
丁
分
の
欠
落
は
七
枚
分
し
か
存
在

し
な
い
が
、
永
井

一
彰
氏
が
指
摘
さ
れ
る

「
丁
飛
ば
し
」
が

「十
巻
章
」
の

板
木
上
で
も
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
他
の
欠
落
箇
所
も
菱
屋
が
持

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
の
三
点
か
ら
、
菱
屋
の
所
有
板
木
枚
数

は
、
七
枚
と
も
い
え
る
が
、
少
な
く
と
も
四
丁
張
七
枚
と
見
る
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。

か
つ
て
水
原
尭
栄
氏
は

「
見
存
板
木
目
録
」
に
お
い
て
、
藤
井
佐
兵
衛

（山
城
屋
）
の
も
と
に

「十
巻
章
」
の
板
木
五
十
二
枚
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
は

「
四
帖
張
　
四
十
七
枚
」
、
コ
一帖
張
　
五
枚
」
だ

っ

た
と
い
う
。
こ
れ
は
現
存
の
板
木
と
同

一
物
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
全
丁
数
は
二

一
九
丁
、
単
純
に
四
で
割
る
と
四
丁

張
五
十
五
枚
の
板
木
が
必
要
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
再
版
の
二
丁

張
四
枚
が
現
存
し
て
い
る
か
ら
、
実
際
に
は
五
十
三
枚
の
板
木
が
必
要
で
あ

る
。
仮
に
菱
屋
が
持

っ
て
い
た
板
木
を
四
丁
張
七
枚
と
限
定
し
て
も
、
藤
井

文
政
堂
に
あ
っ
た
板
木
は
四
十
六
枚
分
と
な
り
、
水
原
氏
の
報
告
と
勘
定
が

一
枚
合
わ
な
い
。

し
か
し

『弁
顕
密
二
教
論
』
下
巻
と

『秘
蔵
宝
鈴
』
中
巻
を
除
く
八
巻
分

は
必
ず
し
も
四
で
は
割
り
き
れ
な
い
丁
数
で
あ
り
、
あ
ふ
れ
た
丁
を
他
の
巻

と
組
み
合
わ
せ
て
板
木
を
彫
製
し
た
こ
と
や
、
四
丁
張
板
木
に
必
ず
し
も
四

丁
分
を
収
め
ず
、
空
白
箇
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ

一
二

る
。
菱
屋
が
所
持
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
の
丁
付
を
見
れ
ば
、
『弁
顕
密
二

教
論
』
下
巻
の
十
二
～
十
九
丁
、
『秘
蔵
宝
鈴
』
上
巻
の
十
二
～
十
五
丁
、

『秘
蔵
宝
綸
』
中
巻
の
二
十
～
二
十
三
丁
な
ど
、
巻
の
冒
頭
か
ら
四
丁
ず

つ

仕
立
て
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と

（表
１
参
照
）
も
そ
の
考
え
を
後

押
し
す
る
。
状
況
証
拠
か
ら
は
完
全
に
板
木
の
元
の
姿
を
復
元
で
き
な
い

が
、　
一
枚
の
誤
差
は
こ
う
し
た
範
囲
で
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

も
う

一
つ
、
先
の
二
点
の
記
録
が
と
も
に
再
版

「
即
身
成
仏
義
」
の
四
丁

張

一
枚
の
存
在
を
あ
げ
て
い
る
点
も
気
に
か
か
る
。
こ
の
板
木
は
現
存
し
な

い
が
、
享
保
十
七
年
版
の
近
代
摺
を
見
る
限
り
、
「
即
身
成
仏
義
」
は
、
部

分
再
版
を
含
め
、
再
版
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
再
版

「
即
身
成

仏
義
」
の
四
丁
張

一
枚
は
、
彫
製
さ
れ
た
が
実
際
に
は
使
用
さ
れ
な
か

っ
た

板
木
に
な
る
ｃ
水
原
氏
が
調
査
さ
れ
た
当
時
、
こ
の

一
枚
を
山
城
屋
佐
兵
衛

が
所
有
し
た
と
仮
定
し
、
さ
ら
に
菱
屋
の
持
板
を
七
枚
と
仮
定
す
れ
ば
、
よ

う
や
く
勘
定
が
合
う
こ
と
に
な
る
。

い
ま

一
点
、
水
原
氏
の
報
告
と
合
わ
な
い
の
が
二
丁
張
の
枚
数
で
あ
る
。

板
本
を
見
る
限
り
、
現
存
す
る
二
丁
張
四
枚
分
以
外
に
再
版
さ
れ
た
形
跡
は

認
め
ら
れ
な
い
が
、
水
原
氏
は
五
枚
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
水
原
氏
が
報
告

さ
れ
る
残
り
の

一
枚
は
題
接
で
は
な
い
か
。
享
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の

題
彼
は
各
冊
と
も
ほ
ぼ
均

一
で
縦
約
１８

・
５
×
横
４

ｃｍ
、
二
丁
張
の
表
裏
が

あ
れ
ば
十
分
に
収
ま
る
ｃ
ま
た
、
先
に
菱
屋
の
蔵
板
記
録
を
引
用
し
た
中
に

小
川
が

「
切
板
」

一
枚
を
所
有
す
る
旨
の
記
載
が
あ

つ
た
。
「
切
板
」
は
四

丁
張
を
意
味
す
る

「
長
板
」
に
対
す
る
語
で
、
二
丁
張
を
指
す
。
か
つ
て
小

川
の
も
と
に
あ

っ
た
二
丁
張

一
枚
が
山
城
屋
の
所
有
に
帰
し
て
い
た
と
す
れ



ば
、
二
丁
張
は
五
枚
と
な
り
、
こ
の
点
も
計
算
が
合
う
こ
と
に
な
る
。

推
測
や
仮
定
を
多
分
に
含
ま
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
総
合
的
に
見
て
、
水
原

氏
の
報
告
さ
れ
て
い
る
板
木
を
現
存
の
板
木
と
み
て
大
き
な
矛
盾
は
な
い
だ

ろ
う
。
水
原
氏
が
半
丁
ご
と
に
分
断
さ
れ
て
い
る
板
木
を

「
四
帖
張
」
と
報

告
さ
れ
る
点
に
不
審
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
述
べ
る
こ
と
と

す
る
。

第
二
節
　
一早
保
十
七
年
版
の
摺
刷
方
法
と
そ
の
目
的

（
一
）
享
保
十
七
年
版
の
摺
刷
方
法

で
は
、
半
丁
ご
と
に
分
断
さ
れ
た
享
保
十
七
年
版
の
板
木
を
ど
の
よ
う
に

用
い
て
摺
刷
を
行
う
の
だ
ろ
う
か
ｃ
そ
の
痕
跡
は
、
板
本
　
板
木
の
双
方
か

ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
ｃ
ま
ず
板
本
上
に
表
わ
れ
る
痕
跡
と
し
て
は
、

枠
や
柱
材
の
痕
跡
で
あ
る
ｃ
活
字
版
に
お
い
て
、
本
来
は
版
面
に
写
り
込
ん

で
は
な
ら
な
い
部
位
が
版
面
に
写
り
込
む
こ
と
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
鈴

木
広
光
氏
が
指
摘
さ
れ
る
嵯
峨
本

『伊
勢
物
語
』

の
例
な
ど
が
あ
る
が
、
字

下
げ
な
ど
に
際
し
て
文
字
の
空
白
を
埋
め
る
字
間
材

（ク
ワ
タ
）
や
、
行
間

の
空
白
を
埋
め
る
行
間
材

（イ
ン
テ
ル
）
が
写
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ

Ｚ一
。こ

れ
に
似
た
現
象
が
、
享
保
十
七
年
版
の
Ｏ
以
降
の
諸
本
、
つ
ま
り
近
代

摺
に
つ
い
て
も
起
き
て
い
る
。
具
体
例
は
枚
挙
に
暇
な
い
が
、
０
の
十
巻
合

一
冊
本

（立
命
館
Ａ
Ｒ
Ｃ
所
蔵
、
”８
］
バ
８
１
８
８
）
に
よ

っ
て
示
せ
ば
、

『弁
顕
密
二
教
論
』
巻
下
の
初
丁
に
お
け
る
柱
材
の
写
り
込
み
）
、
『咋
字
義
』

藤
井
文
政
堂
所
蔵
　
一早
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の
板
木

難
ξ

一
曼

絆

奮
護
一卜
曇

・藤
争

鏃

十

一
ウ

（但
し
、
柱
刻
を
逸
す
る
）
に
お
け
る
枠
の
痕
跡

（あ
る
い
は
空
白

を
埋
め
る
材
力
）
等
が
あ
げ
ら
れ
る

（図
８
）
ｃ
通
常
の
四
丁
張
　
二
丁
張

で
あ

っ
て
も
、
彫
り
の
浚

い
が
足
り
な
い
箇
所
が
版
面
に
表
わ
れ
て
し
ま
う

こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
痕
跡
は
い
ず
れ
も
直
線
的
に
表
わ
れ
て
お

り
、
柱
材
や
半
丁
ご
と
に
分
断
さ
れ
た
板
木
を
、
彫
り
込
み
の
枠
に
は
め
込

ん
だ
上
で
摺
刷
に
及
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
文
と
柱
の
高
さ
や
、
本

文
と
枠
の
高
さ
が
う
ま
く
合
致
せ
ず
、
こ
う
し
た
痕
跡
を
残
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
細
い
柱
材
に
釘
を
打

っ
た
た
め
か
、
柱
材
が
割
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見

受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
板
本
で
は
丁
付
や
柱
題
を
逸
し
て
い
る
箇
所

も
多
く
見
ら
れ
る
。

板
木
に
残
る
痕
跡
は
釘
跡
で
あ
る
。
本
文

・
柱
材
の
い
ず
れ
に
も
必
ず
釘

一
一二

(ノ ド)



跡
が
残

っ
て
お
り
、
錆
も
付
着
し
て
い
る
。
板
木
を
裏
面
か
ら
見
る
と
分
か

り
や
す
い
が
、
図
９
で
は
板
木
が
割
れ
て
し
ま

つ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
割
れ

目
に
釘
穴
が
認
め
ら
れ
、
釘
穴
が
原
因
と
な

っ
て
板
木
が
割
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
釘
で
丁
の
表

・
柱
材

・
丁
の
裏
を
枠
に
固
定
し
て
摺
刷
を
行

っ
た
の

だ
ろ
う
。

ま
た
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
藤
井
啓
舟
氏
の
証
言
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
と
な

る
。
具
体
的
な
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
藤
井
文
政
堂
に
は
、
昭
和
三
十

～
四
十
年
代
頃
ま
で
、
「
十
巻
章
」
の
摺
刷
に
用
い
た
枠
板
が
伝
わ

っ
て
い

た
。
藤
井
氏
に
よ
れ
ば
、
四
丁
張
サ
イ
ズ
の
板
に
、
通
常
の
板
木
と
同
様
に

端
食
が
あ
り
、
半
丁
ず

つ
の
板
木
と
柱
材
を
は
め
込
む
枠
の
彫
り
込
み
が
な

さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
本
稿
冒
頭
で
四
丁
張
板
木
の
様
式
と
し
て
紹

介
し
た
よ
う
に
、
片
面
左
右
二
丁
分
の
彫
り
込
み
は
天
地
が
逆
に
な
る
よ
う

に
彫
り
込
ま
れ
て
お
り
、
天
側
に
余
白
が
大
き
く
な

っ
て
い
た
こ
と
も
通
常

の
板
木
と
同
様
だ

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
こ
の
枠
板
は
朽
ち

果
て
て
し
ま
い
、
や
む
な
く
処
分
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
証
言
を
も

と
に
枠
板
の
イ
メ
ー
ジ
を
示
せ
ば
、
図
１０
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
板
木

の
摺
刷
方
法
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な

っ
た
。
し
か
し
こ
れ

は
、
な
ぜ
板
木
が
半
丁
ご
と
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
そ
れ
ら
と
柱
材
が

別
個
に
な

っ
て
い
る
の
か
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
ｃ
な
ぜ
な
ら
こ
れ
ま
で
に

述
べ
た
使
用
方
法
で
は
、
通
常
の
四
丁
張
板
木
が
あ
れ
ば
十
分
に
事
足
り
る

か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
板
木
が
こ
の
よ
う
な
構
造
に
な

っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ

は
先
に
辞
典
の
解
説
を
引
い
た
と
お
り
、
高
野
版
は
そ
の
多
く
が
粘
葉
装
だ

っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。

一
四

図9 釘の痕跡
FK 0081裏 面 (部分)、 奈良大学博物館所蔵

彫り込み

図 10 枠板のイメージ図
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図 11 粘葉装と袋綴じの違い

(上 )(中 )粘葉装の一葉の表裏、(下 )袋綴 じ

(天 )

図 12

(地 )

粘葉装の板木イメージ

(天)          (地 )

図 13 袋綴じの板木イメージ
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粘
葉
装
は
、
厚
手
の
紙
に
両
面
印
刷
を
施
し
、
そ
れ
を
折

っ
て
各
葉
を
重

ね
、
葉
の
変
り
目
の
ノ
ド
側
を
糊
付
け
し
て
冊
子
体
裁
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
谷
折
り
側
の
見
開
き
は

一
葉
で
構
成
さ
れ
て
完
全
に
開
く

が
、
山
折
り
側
の
見
開
き
は
二
葉
で
構
成
さ
れ
る
た
め
、
ノ
ド
側
の
糊
に
阻

ま
れ
て
完
全
に
は
開
か
な
い
。
粘
葉
装
の
板
本
は
、
柱
が
本
の
背
中
側
つ
ま

り
山
折
り
側
の
み
に
あ
り
、　
一
葉
に
つ
き
柱
は

一
つ
と
な
る
。　
一
方
の
袋
綴

じ
の
板
本
は
片
面
印
刷
で
あ
る
。　
一
丁
の
谷
折
り
側
は
白
紙
と
な
り
、
山
折

り
側
に
版
面
が
あ
る
Ｇ
す
べ
て
の
見
開
き
は
二
丁
の
半
丁
ず

つ
に
よ

っ
て
構

成
さ
れ
、
全
て
の
丁
に
柱
が
存
在
す
る
た
め
、
見
開
き
の
左
右
に
柱
が
く
る

こ
と
に
な
る
。

こ
の
装
帖
の
違
い
は
、
板
木
の
構
成

へ
如
実
に
影
響
を
与
え
る
。
図
Ｈ
は

粘
葉
装
と
袋
綴
じ
の
板
本
の
違

い
を
示
し
た
も
の
、
図
１２
～
‐３
は
図
１０
に
示

し
た
一早
保
十
七
年
版
摺
刷
用
の
枠
板
を
意
識
し
つ
つ
、
粘
葉
装
と
袋
綴
じ
の

板
木
の
違
い
を
示
し
た
イ
メ
ー
ジ
図
で
あ
る
。

袋
綴
じ
の
板
木
は
本
文
順
に
版
面
を
構
成
し
、
全
て
の
丁
に
柱
が
入
る
の

に
比
べ
て
、
粘
葉
装
の
場
合
は
、
本
文
が
連
続
し
な

い
二
面

「
あ
」
「
え
」

と
柱
と
を
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
谷
折
り
側

「
い
」
「
う
」
の
見
開

き
に
は
柱
が
入
ら
な
い
た
め
、
袋
綴
じ
に
比
べ
て
柱
の
数
が
三
分
の

一
と
な

る
。
し
た
が

っ
て
、　
一
セ
ッ
ト
の
板
木
で
粘
葉
装
と
袋
綴
じ
の
双
方
に
対
応

す
る
こ
と
な
ど
、
通
常
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
ｃ
し
か
し
Ｆ
Ｋ
の
板
木
群
の

よ
う
に
、
板
木
が
半
丁
ご
と
の
本
文
と
柱
に
切
り
離
さ
れ
て
い
れ
ば
、
半
丁

と
柱
の
組
み
合
わ
せ
を
自
在
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、　
一
セ
ッ
ト

の
板
木
で
粘
葉
装
と
袋
綴
じ
の
双
方
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

一
六

さ
て
享
保
十
七
年
版
の

「十
巻
章
」
に
つ
い
て
、
残
念
な
が
ら
筆
者
は
粘

葉
装
本
の
現
存
を
確
認
す
る
に
至

っ
て
い
な
い
ｃ
た
だ
し
過
去
に
は
存
在
し

た
よ
う
で
あ
る
。
『智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
に
は
、
コ
般
若
心
経
秘
鍵
』
粘

一
巻

一
冊
」
と
い
う
本
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
刊
本
で
あ

っ
た
こ

と
、
大
き
さ
が
縦
二
六
〇
×
横

一
八
六
ミ
リ
で
あ

っ
た
こ
と
、
刊
記
に

「享

保
十
七
壬
子
歳
十

一
月
吉
辰
再
治
」
と
あ
り
、
「
宇
野
宗
左
衛
門
也
」
と
記

載
さ
れ
る

一
本
が
３
１
３７
番
の
函
に
収
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
当
然
、

「粘
」
の

一
字
は
粘
葉
装
を
示
し
て
い
よ
う
。
残
念
な
が
ら
該
書
は
現
在
欠

本
と
な

つ
て
お
り
、
実
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
こ
の
情
報
の
存

在
は
大
き
い
。

該
本
の
刊
記
は
、
目
録
上
の
誤
字
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
。
「
宇
野
」

を

「
中
野
」
、
「也
」
を

「
他
」
と
読
め
ば
、
享
保
十
七
年
刊
の
宇
野
宗
左
衛

門
他
版
と
読
め
る
。
つ
ま
り
そ
の
記
載
内
容
は
、
図
２
に
掲
出
し
た
袋
綴
じ

本
の
刊
記
と
同

一
か
と
思
わ
れ
る
。
原
本
に
行
き
当
た

っ
て
お
ら
ず
、
い
く

ぶ
ん
不
明
確
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
該
本
は
、
現
存
す
る
Ｆ
Ｋ
の
板
木
に
よ

っ
て
摺
刷
さ
れ
た
粘
葉
装
な
の
で
あ
り
、
Ｆ
Ｋ
の
板
木
が
、　
一
セ
ッ
ト
の
板

木
で
袋
綴
じ
本
と
粘
葉
装
の
双
方
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
示
す

重
要
な

一
本
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
享
保
十
七
年
版
の
板
木
の
原
態

い
ま
ひ
と

つ
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
板
木
が
も
と
も
と
半
丁
ず

つ
の
構
成

だ

っ
た
か
否
か
で
あ
る
ｃ
元
来
の
構
成
を
想
定
す
る
上
で
重
要
な
の
は
、
第

二
節
で
指
摘
し
て
お
い
た
、
端
食
用
の
加
工
が
施
さ
れ
た
木
片
二
点
で
あ



る
。
図
１４
に
は

一
点
の
み
掲
載
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
表
面
に

「
二

教
上
　
一
こ

「声
　
四
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
コ
一教
上
」
は

『弁
顕
密
二

教
論
』
の
上
巻
、
「声
」
は

『声
字
実
相
義
』
を
指
し
て
い
る
。
板
木
を
保

管
す
る
に
あ
た
り
、
不
要
に
な
っ
た
板
木
を
再
利
用
し
て
、
各
巻
の
区
別
を

付
け
る
た
め
の
差
し
札
を
作
成
し
た
か
と
も
考
え
た
が
、
『声
字
実
相
義
』

は

「十
巻
章
」
の
第
二
巻
に
、
『弁
顕
密
二
教
論
』
上
巻
は
第
四
巻
に
あ
た

り
、
陰
刻
の

「
四
」
や

「
二
」
と
は

一
致
し
な
い
ｃ
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の

板
木
が
そ
の
巻
の
何
枚
目
な
の
か
を
彫
り
付
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
ｃ
端
食
の

形
式
は
最
も
古
い
形
式
を
持

っ
て
お
り
、
享
保
十
七
年
版
の
板
木
成
立
時
期

に
見
合
う
も
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
裏
面
は
平
ら
に
整
え
ら
れ
て
い
る
が
、

板
木
が
表
と
裏
に
分
断
さ
れ
た
も
の
、
つ
ま
り
二
枚
に
下
ろ
さ
れ
た
板
木
の

う
ち
の

一
枚
の
よ
う
に
も
見
え
る
ｃ
本
文
の
裏
面
も
同
様
、
全
体
的
に
平
ら

に
整
え
ら
れ
て
は
い
る
が
、
鋸
引
き
の
跡
も
散
見
す
る

（図
１５
）
ｏ
こ
れ
ら

図
１４
　
端
食
用
の
加
工
が
施
さ
れ
た
木
片

（藤
井
文
政
堂
所
蔵
）

（上
）
Ｆ
Ｋ
０
０
４
３
表
　
（下
）
同
裏

藤
井
文
政
堂
所
蔵
　
一早
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の
板
木

は
も
と
四
丁
張
だ

っ
た
板
木
が
二
枚
に
下
ろ
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

図
１４
に
掲
げ
た
木
片
は
、
板
木
が
ま
だ
四
丁
張
だ
っ
た
当
時
の
残
片
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
菱
屋
と
山
城
屋
の
板
木
分
割

所
有
が
四
丁
張
の
単
位
で
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
水
原
氏
が

「
四
帖
張
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
同
様
に
、
こ
れ
ら
半
丁
ご
と

の
板
木
が
、
元
は
四
丁
張
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
ｃ

現
代
、
享
保
十
七
年
版
の

「十
巻
章
」
を
入
手
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
例
外
な
く
袋
綴
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
粘
葉
装
に

仕
立
て
る
需
要
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
節
に
お

い
て
、
再
版
さ
れ
た
二
丁
張
板
木
四
枚
の
存
在
を
確
認
し
て
お
い
た
が
、
そ

れ
ら
が
袋
綴
じ
を
前
提
に
彫
製
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
半
丁
ご

と
へ
の
分
断
は
、
ご
く

一
時
期
に
存
在
し
た
需
要
に
対
応
す
る
目
的
で
行
わ

れ
た
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
七



図
１５
　
鋸
引
き
の
痕
跡

（Ｆ
Ｋ
０
０
８
９
裏
面
、
藤
井
文
政
堂
所
蔵
）

で
は
、
そ
の

一
時
期
と
は
い
つ
だ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
再
版
の
板
木
四
枚

の
端
食
の
形
式
は
比
較
的
新
し
く
、
お
よ
そ
延
享
～
幕
末
頃
ま
で
用
い
ら
れ

る
。
板
の
厚
み
も
板
木
の
再
利
用
を
疑
う
べ
き
数
値
で
は
な
く
、
近
代
に
入

っ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
彫
製
、
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
現

存
諸
本
中
、
Ｃ
の
比
較
的
招
り
の
早
い
本
、
⑦
の
慶
応
元
年
九
～
十
月
以
降

刊
と
思
わ
れ
る
菱
屋
版
の

「
十
巻
章
」
に
は
枠
板
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な

い
。
枠
板
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
０
～
②
に
該
当
す
る
近
代
摺
の
山

城
屋
版

・
法
文
館
版
で
あ
る
。
再
版
さ
れ
た
二
丁
張
の
端
食
形
式
と
考
え
合

わ
せ
れ
ば
、
慶
応
元
年
十
月
以
降
、
幕
末
頃
ま
で
の
ご
く
短
期
間
の
う
ち
に

行
わ
れ
た
こ
と
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
ｃ

さ
ら
な
る
謎
が
も
う

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
水
原
氏
が

「
見
存
板
木
目
録
」

一
八

に
お
い
て
四
丁
張
板
木
の
寸
法
を

「尺
二
尺
五
寸
六
分
　
一
尺
六
寸
八
分

厚
八
分
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
〓

尺
六
寸
人
分
」
は

「六

寸
八
分
」
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
概
ね
幅
７７

・
６

ｃｍ
、
高
さ

２０

．
６

ｃｍ
、
厚
２

・
４

ｃｍ
に
な
る
。
享
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の
字
高
は

‐８

・
７
～
１９

・
８

ｃｍ
、
水
原
氏
が
報
告
さ
れ
る
板
木
の
高
さ
で
は
、
板
木
の

余
白
が
や
や
不
足
す
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
収
ま
ら
な
い
範
囲
で
は
な

い
。
し
か
し
水
原
氏
の
調
査
が
及
ぶ
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
板
木
は
す
で
に
半
丁

ご
と
に
分
断
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
半
丁
ご
と
に
分
断
さ
れ
た
板
木
を

指
し
て

「
四
帖
張
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
水
原

氏
は
実
見
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
問
い
合
わ
せ
等
に
よ
っ
て
所
在
を
確
認
さ

れ
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
寸
法
は
、
先
に
述
べ
た
枠
板
の
寸
法

と
で
も
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

以
上
、
不
明
確
な
点
は
残
る
が
、
現
存
の
享
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の

板
木
と
そ
の
板
本
か
ら
、
板
木
の
構
造
の
意
味
や
摺
刷
の
方
法
を
考
察
し
て

き
た
。
板
木
全
て
を
半
丁
ご
と
に
分
断
す
る
手
法
は
、
お
そ
ら
く
特
例
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
享
保
十
七
年
版
の
粘
葉
装
本
の
需
要
を

「さ
ほ
ど

大
き
く
な
か
っ
た
」
、
「
」く

一
時
期
に
存
在
し
た
」
と
推
定
し
た
が
、
そ
の

程
度
の
需
要
に
対
し
て
、
板
株
の
所
在
を
明
示
す
る
存
在
で
あ
っ
た
板
木
を

板
元
が
易
々
と
分
断
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
板
元
に
板
木
を
操
作
さ
せ
た

大
き
な
力
の
存
在
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
、
享
保
十
七

年
版
の
刊
記
に
智
積
院
の
御
用
板
元
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
、
藤
井
文
政

堂
に
現
存
す
る
板
木
売
買
文
書
の
内
容
等
を
状
況
証
拠
と
し
て
捉
え
て
、
智

積
院
か
ら
粘
葉
装
本
の
要
望
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
が
、
本
稿
で
そ
の



点
に
つ
い
て
述
べ
る
紙
幅
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
稿
を
改
め
る
こ
と
と
し
た

お
わ
り
に

粘
葉
装
と
袋
綴
じ
で
は
、
見
開
き
を
構
成
す
る
半
丁
の
組
み
合
わ
せ
が
異

な
る
た
め
、
同
じ
板
木
で
双
方
を
摺
刷
す
る
の
は
、
通
常
の
発
想
で
は
不
可

能
な
は
ず
だ

っ
た
。
し
か
し
板
木
を
半
丁
ず

つ
と
柱
に
分
断
し
、
組
み
替
え

を
行
え
ば
両
方
を
印
刷
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
活
字
の
よ
う
に
、
ば

ら
し
て
し
ま
え
ば
別
の
版
面
を
構
成
で
き
る
よ
う
な
自
在
さ
は
な
い
が
、
半

丁
ず

つ
に
分
断
し
た
結
果
、
二
丁
張
や
四
丁
張
よ
り
も
自
由
度
の
高

い
板
木

と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
享
保
十
七
年
版

「
十
巻
章
」
の
粘
葉
装

を
実
見
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
が
、
粘
葉
装
と
袋
綴
じ
が
同
板
本
で
あ
る

こ
と
は
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
極
め
て
特
殊
な
事
例
と
い
え
よ
う
が
、
藤
井

文
政
堂
所
蔵

「十
巻
章
」
の
板
木
は
そ
れ
を
示
し
て
余
り
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
述
べ
た
、
藤
井
文
政
堂
所
蔵
Ｆ
Ｋ
分
類
の
板
木
が
享
保
十

七
年
版

「
十
巻
章
」
の
板
木
だ

っ
た
こ
と
、
諸
本
関
係
な
ど
、
本
稿
で
述
べ

た

一
つ
一
つ
の
情
報
に
は
相
応
の
意
義
が
あ
る
。
た
だ
そ
れ
以
上
に
、
出
版

の
現
場
で
何
が
行
わ
れ
た
か
と

い
う
事
例
を
収
集
で
き
た
意
義
は
大
き

い
。

既
存
の
板
本
書
誌
学
で
享
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
を
提
え
た
時
、
枠
板
の

痕
跡
を
不
審
に
思
い
、
半
丁
ご
と
の
板
木
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
述

べ
る
こ
と
は
で
き
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
四
丁
張
の
板
木
を
二
枚
に
お
ろ
す
な

ど
、
旧
来
の
発
想
で
は
想
像
す
る
こ
と
す
ら
難
し
い
。
板
木
書
誌
学
と
い
う

藤
井
文
政
堂
所
蔵
　
一早
保
十
七
年
版

「十
巻
章
」
の
板
木

視
点
を
出
版
研
究
に
持
ち
込
む
時
、
出
版
の
現
場
で
何
が
行
わ
れ
た
の
か
、

板
本
の
み
を
観
察
す
る
よ
り
も
ず

っ
と
現
場
サ
イ
ド
の
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
ｃ
そ
し
て
そ
れ
い
は
板
本
書
誌
学
の

一
情
報
と
し
て
吸
収

さ
れ
、
板
本
を
見
る
限
を
豊
か
に
し
て
い
く
だ
ろ
う
ｃ

付
記本

稿
は
、
第
五
十
五
回
立
命
館
大
学
日
本
文
学
会
大
会
に
お
け
る
口

頭
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
席
上
貴
重
な
ご
教
示
を
下
さ

っ
た
先

生
方
、
平
素
よ
り
多
く
の
ご
助
言
を
賜

っ
て
い
る
永
井

一
彰
氏
、
藤
井

啓
舟
氏
、
資
料
の
調
査

・
図
版
の
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
関
係
機
関

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
本
稿
は
、
科
研
費

（課
題
番
号

田
路
８
〓
）
に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

注（１
）
金
子
貴
昭

「板
本
の
板
木
―
そ
の
基
本
的
構
造
」
（
ア
ー
ト
　
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
１７
、
二
〇

一
〇
）

（２
）
（１
）
に
同
じ
。

（３
）
二
〇
〇
九
年
十

一
月
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
。

（４
）
井
上
宗
雄
他
編

『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
２

九
九
九
、
岩

波
書
店
）

（５
）
仏
書
刊
行
会
編

『仏
教
書
籍
目
録
第

一
』
亀
大
日
本
仏
教
全
書
』

第
１
冊
、　
一
九
八

一
、
名
著
普
及
会
）

一
九



（６
）
高
野
版
板
木
調
査
委
員
会
編

『歴
史
資
料
　
一局
野
版
板
木
調
査

報
告
書
』
２

九
九
八
、
和
歌
山
県
高
野
町
）

（７
）
磯
部
敦

『出
版
文
化
の
明
治
初
期
　
東
京
稗
史
出
版
社
と
そ
の

周
辺
』
（ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇

一
二
）
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（８
）
他
に
、
『板
木
株
式
目
録
』
甲
本
　
乙
本
、
『沢
田
文
永
堂
蔵
板

帳
』
に
も
享
保
十
七
年
版
の
蔵
板
記
録
が
載
る
が
、
記
載
さ
れ
る
情

報
が
古
い
と
思
わ
れ
る

『蔵
版
控
帳
』
『板
木
株
式
目
録
』
の
う
ち
、

内
容
が
詳
細
な

『蔵
版
控
帳
』
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
表
紙
に

「
明

治
二
十
年
亥

一
月
」
と
記
載
さ
れ
る

『文
永
堂
蔵
版
之
記
』
に
は
享

保
十
七
年
版
に
関
す
る
記
録
が
見
ら
れ
な
い
が
、
表
紙
に

「明
治
弐

拾
九
年
拾
壱
月
改
正
」
と
記
載
さ
れ
る

『文
永
堂
蔵
版
直
値
帳
』
に

は
享
保
十
七
年
版
に
関
わ
る
経
費
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
明
治

二
十
年

一
月
段
階
で
板
株
を
手
放
し
た
わ
け
で
は
な
い
ｃ

（９
）
永
井

一
彰

『藤
井
文
政
堂
板
木
売
買
文
書
』
↑
一〇
〇
九
、
青
裳

堂
書
店
）
に
所
収
。

（１０
）
永
井

一
彰

「板
木
の
分
割
所
有
」
（奈
良
大
学
総
合
研
究
所
所
報

‐７
、
二
〇
〇
九
）

（Ｈ
）
水
原
尭
栄

『高
野
板
の
研
究
』
（水
原
尭
栄
著
作
選
集
第
二
巻
、

一
九
七
八
、
同
朋
舎
）

（‐２
）
鈴
木
広
光

「嵯
峨
本

『伊
勢
物
語
』
の
活
字
と
組
版
」
（小
官
山

博
史
　
府
川
充
男
編

『活
字
印
刷
の
文
化
史
　
き
り
し
た
ん
版

・
古

活
字
版
か
ら
新
常
用
漢
字
表
ま
で
』
、
二
〇
〇
九
、
勉
誠
出
版
）

（‐３
）
（３
）
に
同
じ
。

二
〇

（‐４
）
智
山
伝
法
院
編

『智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
集

（
一
九
九
五
、

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
）

（‐５
）
端
食
の
形
式
の
種
類
や
変
遷
に
つ
い
て
も

（１
）
の
拙
稿
に
詳

述
し
て
い
る
。

（‐６
）
挿
絵
な
ど
を
半
丁
単
位
で
抜
き
取
り
、
後
に
元
の
状
態
に
戻
す

操
作
に
つ
い
て
は
、
森
暁
子

「
求
版
と
丁
の
改
変
」

（江
戸
文
学

４２
、
二
〇

一
〇
）
に
報
告
が
あ
る
。

（‐７
）
（９
）
に
同
じ
。

（か
ね
こ
　
た
か
あ
き
　
本
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
ポ
ス
ト
ド
ク
ト
ラ
ル
フ

エ
ロ
ー
）


